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はじめに

　ニホンザル（Macaca fuscata）は，草木の葉，果実，

種子，そして昆虫類など幅広い食べ物のメニューを

持っている動物である。白山のように四季がはっき

りしているところでは，季節によって食べられるも

のは限られ，主食も季節で大きく変化する。（林 

1970，林・水野ら2011）

　中宮展示館付近では，周辺を行動圏とするニホン

ザルの群れがたびたび来訪しており，草木の葉，果

実，種子，昆虫類の他にキノコ類を食べる様子が目

撃されていた。しかし，食べられているキノコの種

類は知られていなかった。

　この報告では，中宮展示館付近でニホンザルが食

べているキノコの種類及び，ニホンザルがキノコを

見つけてから食べる際の行動について観察した結果

を報告する。

方　　法

　中宮展示館の前庭（以下，前庭）にはケヤキ，ブ

ナ，トチノキ，ヤマモミジ，ミズキ，オオシマザク

ラが植栽され，地面は広く蘚苔類に覆われている。

また，そこでは月 1 回程度草刈り機で除草が行われ，

刈りはらわれた草本類は取り除かれ，時折キノコ類

が発生している。そこで，前庭をニホンザルの観察

場所として調査を行った。

　2019年 7 月21日及び10月13日にニホンザルの群れ

が中宮展示館周辺に訪れる前に前庭に発生したキノ

コを記録した。キノコの分類は池田（2013）によっ

た。キノコを食べる様子が見られたニホンザルをデ

ジタルカメラで撮影し（NIKON D50, NikonAF-S 

NKKOR 18-55㎜ 1: 3.5-5.6，及びTAMRON AF70-300

㎜ 1: 4-5.6），画像から顔の特徴，性別，子連れの有

無，来訪時間等の違い等から個体を識別し，キノコ

を見つけてから食べるまでの個々の様子を記録し

た。

結果と考察

　観察されたキノコとニホンザルの食行動の有無を

表1に示した。

　2019年 7 月21日の天候は曇り，午前 9 時の気温は

約20℃であった。前庭には，5 種類のキノコ類が観

察された。ニホンザル群れは午前10時ごろ前庭に現

れ，10時20分ごろからおよそ30分間ニホンザル 8 個

体でキノコを食べる様子がみられた（写真 1）。前

庭に発生したキノコ類のうち，ニホンザルが食べた

キノコはアイバシロハツの 1 種のみであった。アイ

バシロハツを除く他のキノコ類をニホンザルが食べ

る様子は直接観察できなかった。また，キノコを食

べる様子が見られた 8 個体のうち，3 個体が子連れ

であったが子供がキノコを食べる様子は観察されな

かった。

　2019年10月13日の天候は雨のち晴れでニホンザル

来訪時は晴，午前 9 時の気温は約20℃であった。前
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庭には，3 種類のキノコ類が観察された。ニホンザ

ル群れは午前11時ごろ前庭に現れ，およそ10分間に 

4 個体でキノコを食べる様子がみられた（写真 2）。

前庭に発生したキノコ類のうち，ニホンザルが食べ

たキノコは 7 月21日と同種のアイバシロハツの 1 

種のみであった。また，アイバシロハツを除く他の

キノコ類を，ニホンザルが食べる様子は観察できな

かった。

　前庭に現れたニホンザルは，アイバシロハツを躊

躇なく採取し食べる様子がみられた。

　澤田（2014）は屋久島のニホンザル（Macaca 

fuscata yakui）のキノコ類の食行動の際，手に取っ

たキノコに対してにおいを確認する，あるいはか

じって吐き出すという「検査行動」をとるとされ，

検査行動なしで躊躇なく採食するキノコは毒キノコ

である割合が低く，途中で採食を止めたキノコは毒

キノコである割合が高いことを報告しているが，前

庭に現れたニホンザルにはこのような行動は見られ

なかった。

　2019年10月13日の調査でも，ニホンザルはアイバ

シロハツを躊躇することなく採取するなど，7 月と

同じようにキノコを食べる様子が観察された。

　前庭における 2 回の調査では，キノコは 6 種類が

観察され，ニホンザルは12個体でアイバシロハツを

警戒することなく食べる様子が観察された。

　このことから，アイバシロハツは中宮展示館周辺

の行動圏とするニホンザルの食べ物になっているこ

とが示唆された。
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表 1 　中宮展示館前庭で観察されたキノコとキノコを食べたニホンザル個体数

種　名
キノコの発生

キノコを食べた

ニホンザル個体数

7 月 10月 7 月 10月

ウラムラサキ(Laccaria amethystina) 〇

ザラツキテングタケ(Amanita aspera) 〇

カバイロツルタケ(Amanita fulva) 〇

アイバシロハツ(Russula chloroides) 〇 〇 ８ ４

ニオイコベニタケ(Russula bella) 〇 〇

ニシキタケ(Russula aurea) 〇

計 6 種類 12個体

種名の配置順は池田（2013）による

写真 2 　アイバシロハツを食べるニホンザル♀

（2019.10.13）

写真 1 　アイバシロハツを食べるニホンザル♀

（2019.7.21）


